
５
月
１
日
、「
会
社
法
」
が
施
行
さ

れ
た
。
同
法
は
、
会
社
に
係
る
各
種
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
体
系
的
か
つ

抜
本
的
な
見
直
し
が
行
な
わ
れ
新
た
な

法
典
と
し
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
本
誌

昨
年
10
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。

中
小
企
業
及
び
中
小
会
社
に
関
係
の

深
い
項
目
と
し
て
、
漓
会
社
法
制
の
現

代
語
化
滷
株
式
会
社
と
有
限
会
社
の
一

本
化（
設
立
で
き
る
会
社
は
株
式
会
社
、

合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
合
同
会
社
）

澆
機
関
設
計
の
柔
軟
化
潺
最
低
資
本
金

規
制
の
撤
廃
潸
定
款
自
治
の
範
囲
の
拡

大
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
日
、
同
法
と
併
せ
て
「
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
」（
以
下
「
組

合
法
」と
い
う
。）「
中
小
企
業
団
体
の
組

織
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
団
体
法
」

と
い
う
。）等
の
規
定
の
整
備
が
盛
り
込

ま
れ
た
「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
整
備
法
」
と
い
う
。）
も
施
行
さ
れ
た
。

整
備
法
で
は
、
組
合
法
に
お
け
る
商

法
か
ら
会
社
法
へ
の
準
用
の
変
更
に
伴

う
準
用
条
文
の
変
更
、
合
併
に
関
す
る

規
定
の
全
面
整
理
等
と
と
も
に
、
団
体

8Chiba Federation of small Business Associations
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法
に
お
け
る
組
合
か
ら
会
社
へ
の
組
織

変
更
に
係
る
規
定
の
整
理
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
以
下
は
組
合
法
を
中
心

に
、
そ
の
改
正
点
の
概
要
を
述
べ
る
。

■
類
似
商
号
規
制
の
廃
止

組
合
の
名
称
に
つ
い
て
、
現
行
組
合

法
第
６
条
３
項
が
準
用
し
て
い
た
現
行

商
法
第
19
、
20
条
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
同
一
市
町
村
に
お
い
て
既
に

登
記
さ
れ
て
い
る
同
一
の
名
称
を
登
記

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
規
定
が
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
、
商
業
登
記
法
第

27
条
に
お
い
て
、
既
に
他
人
が
登
記
し

た
名
称
と
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

主
た
る
事
務
所
の
所
在
場
所
が
そ
の
他

人
の
名
称
の
登
記
に
係
る
主
た
る
事
務

所
の
所
在
場
所
と
同
一
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
名
称
の
登
記
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
旨
明
文
化
さ
れ
た
。

な
お
、
現
行
組
合
法
と
同
様
に
、
名

称
の
不
正
使
用
は
許
さ
れ
ず
、
こ
れ
に

対
し
て
は
、
侵
害
の
停
止
又
は
予
防
の

請
求
が
で
き
る
。（
新
組
合
法
第
６
条

第
３
項
・
会
社
法
第
８
条
）

■
公
告
の
方
法

定
款
で
定
め
る
べ
き
公
告
方
法
と
し

て
、
電
子
公
告
の
方
法
が
選
択
で
き
る

旨
明
記
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
規
定
が
置

か
れ
た
。（
新
組
合
法
第
33
条
）

【
参
考
】

組
合
の
電
子
公
告
は
、
公
告
す
べ
き

内
容
を
組
合
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
す
る
方
法
で
あ

り
、
電
子
公
告
を
公
告
方
法
と
す
る
場

合
に
は
定
款
に
そ
の
旨
を
定
め
、
公
告

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
を
登
記

し
、
公
告
期
間
中
、
公
告
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
告
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
の
調
査
機
関
の
調
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
（
調
査
結
果
通
知
書
が

登
記
申
請
の
際
の
添
付
書
類
と
な
る
）。

な
お
、官
報
に
つ
い
て
は
、現
在
、
紙

の
官
報
と
同
一
内
容
の
も
の
が
独
立
行

政
法
人
国
立
印
刷
局
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
電
子
官
報
は
電
子
公
告
に
当
た
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
電
子
官
報
は
紙
の
官

報
に
附
属
す
る
も
の
と
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
無
料
で
電
子
官
報
を
閲
覧
で
き

る
「
官
報
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
当
日

を
含
む
１
週
間
分
の
内
容
に
限
ら
れ
て

い
る
等
の
点
に
お
い
て
、
電
子
公
告
と

同
等
の
も
の
と
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

■
役
員
の
任
期

役
員
の
任
期
に
つ
い
て
、
定
款
を

も
っ
て
、
任
期
中
の
最
終
の
決
算
期
に

関
す
る
通
常
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
伸

長
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
た
。（
新
組
合

法
第
36
条
第
３
項
）
な
お
、
こ
の
規
定

は
、
会
社
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
規

定
さ
れ
て
い
た
。（
現
行
商
法
第
２
５

６
条
第
３
項
）

■
理
事
会
の
権
限

組
合
法
36
条
の
５
、
組
合
は
、
理
事

会
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
滷
理

事
会
は
、す
べ
て
の
理
事
で
組
織
す
る
。

澆
組
合
の
業
務
の
遂
行
は
、
理
事
会
で

決
す
る
。

従
来
は
商
法
の
取
締
役
会
の
権
限
の

規
定
を
準
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
会

社
法
第
３
６
２
条
の
規
定
に
倣
い
明
文

化
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
会
社
法
の
株
式

会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
１
人
で
も

差
し
支
え
な
く
「
取
締
役
会
」
を
設
置

し
な
い
機
関
設
計
も
可
能
に
な
っ
て
い

る
が
、
組
合
に
お
い
て
は
定
款
の
定
め

を
も
っ
て
し
て
も
廃
止
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

■
理
事
会
の
書
面
決
議

理
事
会
の
決
議
に
お
い
て
、
理
事
が

理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に

つ
い
て
提
案
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
提
案
に
つ
き
理
事
の
全
員
が
書
面
又

は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
同
意
の
意
思
表

意
を
し
た
と
き
は
、
当
該
提
案
を
可
決

組
合
Ｑ
＆
Ａ
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す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も

の
と
み
な
す
旨
定
款
で
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
た
。（
新
組
合
法

第
36
条
の
６
の
第
４
項
）

ま
た
、
会
社
法
に
お
い
て
、
取
締
役

会
へ
の
報
告
に
つ
き
、
取
締
役
の
全
員

に
対
し
、
取
締
役
会
に
報
告
す
べ
き
事

項
を
通
知
し
た
と
き
は
、
取
締
役
会
へ

の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た

（
会
社
法
第
３
７
２
条
）
の
に
伴
い
、

理
事
会
に
つ
き
同
様
の
規
定
が
置
か
れ

た
。（
新
組
合
法
第
36
条
の
６
第
５
項
）

■
共
同
代
表
・
共
同
代
理
の
廃
止

理
事
の
共
同
代
表
（
２
人
以
上
の
者

が
共
同
し
て
代
表
す
る
も
の
と
定
め
る

こ
と
）
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

ま
た
、
参
事
の
共
同
代
理
人
制
度
も

廃
止
さ
れ
た
（
新
組
合
法
第
44
条
）

こ
れ
は
、会
社
法
に
お
い
て
共
同
代
表

取
締
役
の
制
度
と
参
事
の
共
同
代
理
の

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

■
役
員
の
任
務
懈
怠
の
損
害
賠
償

役
員
が
そ
の
任
務
を
怠
っ
た
場
合
、

組
合
に
対
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た

損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
の
役
員
の
責
任
に
つ
き
、
役
員

が
職
務
を
行
な
う
に
つ
き
善
意
か
つ
重

過
失
が
な
い
場
合
に
は
、
総
会
の
特
別

決
議
に
よ
り
、
賠
償
責
任
額
の
う
ち
、

代
表
理
事
、
そ
れ
以
外
の
理
事
、
監
事

に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
年
間
の
職
務
遂
行
の

対
価
の
額
の
６
年
分
、
４
年
分
、
２
年

分
を
超
え
る
部
分
に
つ
き
、
免
除
で
き

る
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。（
新
組

合
法
第
38
条
の
２
の
第
５
項
）

■
組
合
員
の
代
表
訴
訟

組
合
員
の
代
表
訴
訟
に
関
し
て
、
準

用
す
る
会
社
法
に
よ
り
、
組
合
員
が
自

己
又
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
組
合
に
損
害
を
加
え
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
代
表
訴
訟

の
提
訴
請
求
が
で
き
な
い
旨
が
明
文
化

さ
れ
、
ま
た
、
組
合
が
組
合
員
か
ら
提

訴
請
求
に
応
じ
な
い
場
合
に
お
い
て
、

当
該
組
合
員
ま
た
は
当
該
提
訴
請
求
に

係
る
理
事
か
ら
そ
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
、
そ
の
不
提
訴
の
理
由
を
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

（
新
組
合
法
第
39
条
）

■
総
会
招
集
手
続
き
の
省
略

総
会
に
つ
い
て
、
組
合
員
全
員
の
同

意
が
あ
る
場
合
に
は
、
招
集
の
手
続
き

を
経
る
こ
と
な
く
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
明
文
化
さ
れ
た
。（
新
組
合
法

第
49
条
第
３
項
）

ま
た
、総
会
の
議
決
事
項
に
つ
い
て
、

上
記
場
合
に
は
事
前
に
通
知
し
た
事
項

以
外
の
事
項
に
つ
い
て
も
議
決
で
き
る

旨
明
文
化
さ
れ
た
。（
新
組
合
法
第
52

条
第
４
項
）

■
出
資
１
口
の
金
額
の
減
少

出
資
１
口
の
金
額
の
減
少
に
つ
き
、

財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
の
備
え
置

き
、組
合
員
及
び
債
権
者
に
よ
る
閲
覧

請
求
並
び
に
官
報
及
び
定
款
で
定
め
る

方
法
に
よ
る
公
告
を
行
な
っ
た
場
合
の

個
別
債
権
者
へ
の
催
告
の
省
略
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
た
。（
新
組
合
法
第
56
条
、56

条
の
２
）

■
合
併

合
併
に
つ
い
て
、
吸
収
合
併
、
新
設

合
併
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
具
体
的
な
手

続
き
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
。

（
新
組
合
法
第
63
条
の
２
な
い
し
64
条
）

■
電
磁
的
記
録

次
の
各
書
類
に
つ
い
て
、
電
磁
的
記

録
に
よ
る
方
法
の
規
定
が
置
か
れ
た
。

漓
会
員
名
簿（
新
組
合
法
第
10
条
の
２
）

滷
定
款
（
同
第
34
条
の
２
）
澆
理
事
会

の
議
事
録
（
同
第
36
条
の
７
の
第
２
項

以
下
）
潺
理
事
が
作
成
す
べ
き
決
算
関

係
書
類
（
同
第
40
条
）
潸
役
員
の
改
選

の
請
求
の
た
め
に
組
合
員
が
組
合
に
提

出
す
べ
き
書
面
（
同
第
42
条
）
澁
参
事

の
解
任
請
求
の
た
め
に
組
合
員
が
提
出

す
べ
き
書
面
（
同
第
45
条
）
澀
総
会
議

事
録
（
同
第
53
条
の
３
）

【
参
考
】
漓「
組
合
員
名
簿
」に
つ
い
て

は
組
合
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
滷
「
定
款
」
等

を
、書
面
を
も
っ
て
作
成
し
た
場
合
と
、

電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
し
た
場
合

と
で
、
閲
覧
・
謄
写
の
請
求
に
係
る
提

示
の
方
法
が
異
な
る
た
め
、
両
者
の
方

法
が
示
さ
れ
た
澆「
理
事
会
議
事
録
」が

書
面
で
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
出

席
理
事
が
こ
れ
に
署
名
し
、
又
は
記
名

押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
署

名
の
み
で
差
し
支
え
な
い
こ
と
が
明
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
議
事
録
が
電
磁
的
記

録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
主
務
省
令
で
定
め
る
署
名
又
は
記

名
押
印
に
代
わ
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い（
電
子
署
名
）。
潺
「
決
算

関
係
書
類
」
の
閲
覧
・
謄
写
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
間
的
概
念
を
明
確

に
し
、
従
来
の
「
い
つ
で
も
」
を
「
業

務
取
扱
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
」
に
修

正
さ
れ
た
。
潸
「
総
会
議
事
録
」
が
電

磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
、
従
た
る
事
務
所
で
表
示
で
き

る
よ
う
に
し
て
あ
る
場
合
に
は
、
議
事

録
の
写
し
を
備
え
置
く
必
要
は
な
い
。

Jun.20069
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